
ジルコニア粉末（3YSE 東ソー製）に着色剤を添加し、

湿式ボールミルで混合し井

工藤　正行
篠崎　直樹
山下　　勲
津久間孝次

表１　市販無機着色剤

着色剤
ジルコン系

アルミナ・
スピネル系
遷移金属
酸化物

希土類金属
酸化物

白色酸化物

ラミ金属
∵仝



3．結　　果

［1］カラージルコニアの多色化

多色化にあたって、様々な中間色を得る指針として

色彩学でよく知られている混色の原理①、②を採用し

た。

①減法混色法　絵の具を混ぜたときと同じように色

が変化し、すべての色を混ぜると黒

になるという方法７）（図２）。

②明度調整法　絵の具の色を薄めるとき濃度ではな

く、白を足して薄める方法。

これらの方法を検証白ゴ ら、表１の顔料を複数添加

して、30色以上のカラージルコニアサンプルを作製し

た。

得られた総合色見本を図３に示す。減法混色法は例

えば、オレンジ、グレー、グリーンの発色に、明度調

整法は例えば、ライトブルー、ライトグレーの発色に

有効に適用できることがわかった。

［2］作製上の課題／対策

実際のサンプル作製においては、斑点状の色ムラの

問題がいくつか発生した。着色顔料はジルコニア焼結
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